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○現代社会における森林の役割

○周辺3山系の現状と課題

○大阪府による森林整備の取り組み

みのお山麓保全活動２０周年記念
箕面の山の未来をみんなで考えよう！
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現代社会における森林の役割



人間と自然との係わり合いの歴史

第１段階：自然への畏怖
（狩猟生活・アミニズム，縄文時代）

第２段階：自然への合理的適合
（農耕生活，弥生時代～江戸時代）

第３段階：自然の征服
（明治時代～現代）

第４段階：自然への生態学的適合
（現代～未来）

（Ｅ.Ａ.・ガトキン提唱）

農耕文化

公害・地球
規模での環境問題

産業革命
（くわ，すき→トラクター）



レイチェル＝カーソン(1907－1964)
ペンシルベニア女子大学で動物学を専攻、1936年商務省漁業水

産局、40年に内務省魚類･野生生物局で政府刊行物、野生生物とそ
の保護。

62年に発表された『沈黙の春（Silent Spring）』は自然破壊に
警告を発した先駆書。

ストックホルム宣言（1972）
1972年にスウェーデンのストックホルムで開催された国際連合

人間環境会議において採択された宣言。
国際会議で初めての環境保全に関する取組みであり、人間環境

の保全と向上に関し、世界の人々を励まし、導くため共通の見解
と原則が定められている。国際環境法の基本文章

自然保全取り組みの歩み



花博の開催:1990
人と自然の共生：緑こそは、無機物を有機物に変え、生命を根源

から生む力である。花はこの隠れた力の優美な表現であり、生命そ
のものの讃歌である。

環境と開発に関するリオ宣言:1992
1972年の国際連合人間環境会議で採択された人間環境宣言

を再確認し、地球的規模の環境と開発のシステムの一体性を保持す
ることを目的に国際的に宣言されたものである。

地球規模で環境と開発を調整する持続可能な開発の概念が中心で
あり、実行には先進国と途上国間の衡平性、先進国同士の衡平性、
途上国同士の衡平性を確保する。

環境基本法：1993
1992年 10月，中央公害対策審議会と自然環境保全審議会が答申し，

環境庁が法案を作成，1993年 11月に制定された。基本理念として，
健全で恵み豊かな環境保全，持続可能で環境負荷の少ない経済社会
の構築，国際的取組みの推進を掲げている。



出典：https://sdgs.media/about/

我々の世界を変革する：持続可能な開発のための
2030アジェンダ：2015年9月



生物多様性国家戦略（２０１２－２０２０）
資料：第３次生物多様性国家戦略とＣＯＰ10について／環境省 自然環境局自然環境計画課・生物多様性地球戦略企画室 吉中厚裕

生物多様性基本法：平成20年6月

第４の危機



資料：第３次生物多様性国家戦略とＣＯＰ10について／環境省 自然環境局自然環境計画課・生物多様性地球戦略企画室 吉中厚裕資料：第３次生物多様性国家戦略とＣＯＰ10について／環境省 自然環境局自然環境計画課・生物多様性地球戦略企画室 吉中厚裕



資料：第３次生物多様性国家戦略とＣＯＰ10について／環境省 自然環境局自然環境計画課・生物多様性地球戦略企画室 吉中厚裕

生態系サービス（生物多様性のめぐみ）



環境省：https://www.env.go.jp/council/12nature/900432760.pdf

次期生物多様性国家戦略に向けて
ー２０３０年ネイチャーポジティブに向けた５つの基本戦略

第５の危機



林野庁https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/25hakusyo/pdf/

森林の持つ
多面的機能



北摂山系を含む周辺3山系（森林）の
現状と課題



日本の植生

原色現代科学大事典 ３ 植物／学研

高山草原とハイマツ群落域
（高山帯）

コケモモ － トウヒクラス域
（亜高山帯）

ミズナラ － ブナクラス域
（夏緑広葉樹林帯）

ヤブツバキクラス域（照葉樹林帯）
（常緑広葉樹林帯）



パブリックデザイン事典／産業調査会

日本の気候帯と森林および代表的植物



世界の生態気候区分図

照葉樹林文化／上山春平編(中公新書201),中央公論社,1969

照葉樹林帯
（暖温帯）



出典：私たちの森林（社団法人日本林業技術協会）

日本の森林イメージ



アカマツ林 クヌギーコナラ林

原色現代科学大事典 ３ 植物／学研

二次林の代表的植生

照葉樹林の代表的植生



里山におけるアカマツ林・クヌギ林
の管理サイクル

出典：市民による里山の保全・管理（信山社サイテック）

出典：原色現代科学大辞典・３ 植物（学研）

幼令林 下草刈り

切り株芽ばえ

下草刈りと落葉かき切株

伐採跡地での発芽 幼令林

間伐・下刈り

成林

放置壮令林

伐採

母樹よりの種子散布

管理

下刈り 落ち葉かき

アカマツ林

クヌギ林



関東を含む西日本の低地における植生の遷移

出典：里山の自然をまもる（築地書館）

植生遷移の方向

草原 雑木林 照葉樹林
極相

裸地 1･2年生草本 多年生草本 陽 樹 林 陰 樹 林

里山



大阪大都市圏の植生

資料：近畿圏の都市環境インフラのグランドデザイン／近畿圏における自然環境の総点検等に関する検討会議

落葉広葉樹林

常緑樹林

針葉樹林

アカマツ・クロマツ林

植林地

低木地

竹林

自然草地・二次草地

畑地・草地

水田

公園芝地等緑化地

保全等を検討すべき地域

植生区分



出典：箕面の山の樹林をみんなで調べ学び守り・生かそう！《山麓の植生調査報告書》

箕面山麓保全対象エリアの植生

番号 群落名

コジイ自然林

コジイ二次林，アラカシ林

ケヤキ林，ムクノキ林

コナラ林

アカマツ林

アカメガシワ林，クマノミズキ林

竹林

スギ・ヒノキ植林

箕面植生図凡例

番号 群落名

園芸樹木植林・苗圃

マント群落

伐採跡地群落

二次草原(半自然草原)，耕作地雑草群落

芝生，ゴルフ場人工草地

人工構造物，造成裸地

水面



照葉樹林（常緑広葉樹林）の多様性の低下

里山林の荒廃 １.マツ枯れ

２.ナラ枯れ

３.ブッシュ化

４.サクラ類の被害

人工林の管理放棄 １.スギ・ヒノキ林

２.竹林

３.果樹園

シカの食害

照葉樹林帯における都市近郊林（里山）の課題



アカマツ林照葉樹型 美しいアカマツ林

コジイ自然林 アラカシ林

出典：箕面の山の樹林をみんなで調べ学び守り・生かそう！《山麓の植生調査報告書》



コナラ林ネザサ型 管理されたコナラ林

ナラ枯れ ナラ枯れ

出典：箕面の山の樹林をみんなで調べ学び守り・生かそう！《山麓の植生調査報告書》、ＮＰＯ山麓委員会



マダラカミキリ（出展：林野庁）

カシノナガキクイムシ
（出展：林野庁）

クビアカツヤカミキリ
（出展：林野庁）

クビアカツヤカミキリの被害（出展：大阪狭山市）



写真：大阪府地域産材活用フォーラム

管理放棄されたスギ植林

河内長野市小深0479
森林の現況：
・面積：0.36ha ・樹種：スギ、ヒノキ
・林齢：10～100年生 ・複層林施業地

林業経営林（奥野）



出典：ＮＰＯ山麓委員会シカの食害等

管理放棄された竹林 管理された竹林



大阪府による森林整備の取り組み



地区別の森林の特徴

出展：大阪府森林整備指針



森林の区分（H30）

人工林・天然林面積

出展：大阪府森林整備指針



大阪府森林整備指針（令和元年）

出展：大阪府森林整備指針



４区分の管理の方向性

出展：大阪府森林整備指針



共通する配慮事項＆特に対応が必要な森林・１

出展：大阪府森林整備指針



共通する配慮事項＆特に対応が必要な森林・２

出展：大阪府森林整備指針



共通する配慮事項＆特に対応が必要な森林・３

出展：大阪府森林整備指針



出典：大阪府環境農林水産部

豪雨発生状況



森林環境税(大阪府）による取り組み・１

出典：大阪府環境農林水産部



森林環境税(大阪府）による取り組み・２

出典：大阪府環境農林水産部



森林環境税(大阪府）による取り組み・３

出典：大阪府環境農林水産部



新たな知見に基づく森林の土石流・流木対策
九州北部豪雨（H29）や西日本豪雨（H30）における新たな知見を踏まえた対策

出典：大阪府環境農林水産部



平成３０年台風２１号 大阪府森林被害状況

出典：第８４回大阪府森林審議会資料



出典：第８４回大阪府森林審議会資料

高槻市森林被害状況



出典：大阪府森林組合通信２０２０・１１

激甚災害森林の整備事業
高槻市樫田小学校
による植樹
令和４年３月：67名参加

出典：大阪府森林整備室HP



ご清聴ありがとうございました


